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揮するリーダーシップとフォロワー

シップという4種類のアクションが

存在することになる。

リーダーはビジョンを持って引っ

張る。フォロワーはその方針に従っ

て支える。これが一般的な組織のイ

メージだが、同時に、フォロワーが

組織を引っ張る、リーダーがそのフ

ォロワーを支えるという組織も、そ

の混在型組織も十分にありうる。先

の例で言えば、現場が強い組織とは、

フォロワーがフォロワーシップと同

時にリーダーシップも発揮して、自

らやメンバーを引っ張る組織という

とらえ方のほうが自然であろう。

フォロワーが強い組織＝ 
フォロワーシップ型ではない

2009年、拙著のタイトルにフォ

ロワーシップという言葉を掲げたと

きには、ほとんどの人がそれを知ら

なかった。その後、日本にもずいぶ

ん浸透したと思う。それは、現在の

社会経済環境の影響が大きいだろう。

僕たちが対峙する社会は変化の連続

である。その激変のなかで、いくら

優れたリーダーでもあらゆる情報を

「日本企業の強さの源泉は、フォロ

ワーシップ」。そんな言葉を企業の

方々から聞くことがある。よくよく

話を聞いてみると、カリスマリーダ

ーがマネージするトップダウン型の

欧米企業とは異なり、現場のフォロ

ワーの力が強いから、という意味ら

しい。つまり、フォロワーが発揮し

ているのがフォロワーシップであり、

リーダーが発揮すべきはリーダーシ

ップであると整理しているようだ。

あるいは現場が強い組織のことを、

「フォロワーシップの強い組織」と

表現する人がいる。では、そこにリ

ーダーシップは必要ないのだろうか。

そんなはずはない。

リーダーシップを「リーダーが頑

張ること」、フォロワーシップを「現

場にいるフォロワーが頑張ること」

と、立場と結びつけた現象でとらえ

ると混乱を招く。僕は、リーダーシ

ップとは「引っ張ること」、フォロ

ワーシップとは「支えること」と、「ア

クション」として説明することにし

ている。こう考えると、組織にはリ

ーダーが発揮するリーダーシップと

フォロワーシップ、フォロワーが発
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得て、優れた戦略を常に編み出すこ

となど不可能に近い。すべてのリー

ダーは現場の最前線にいるメンバー

たちの力に頼らざるを得ない。

だから、フォロワーシップに注目

が集まり、メンバーの力をいかに引

き出すか、いかにフォロワーシップ

を育むかということが議論されるの

だと思う。しかし、フォロワーシッ

プをフォロワーが頑張ることととら

えると、「頑張ることを育む」とい

ったぼんやりした人材育成プランに

しかならない。メンバーが本当に力

を発揮する組織を作りたいのであれ

ば、フォロワーが「引っ張ること」、

つまりフォロワーのリーダーシップ

に注目する必要がある。そしてその

ためには同時に、リーダーのフォロ

ワーシップも軽視してはならない。

リーダーは自分が 
引っ張る力を後ろに隠す

「僕は、人を花開かせる土だ」

早稲田大学ラグビー蹴球部の現役

時代、キャプテンを務めていたころ、

僕は自らの役割をこう整理していた。

僕のポジションは簡単に言えばボー

ルをつなぐ地味な役割で、優秀なプ

レーヤーでもなかった。誰の目にも

華やかなプレーをしようと思っても

無理だったし、メンバーに僕よりも

ずっと卓抜したセンス、スキルを持

つ選手も多くいた。そんな状況にあ

って、僕はリーダーとして支えるこ

と、つまり、リーダーのフォロワー

シップを発揮することを選択した。

ラグビーの試合中、監督は選手交

替のときくらいしか口を出せない。

現場のリーダーはキャプテンである。

トライやゴールの後など、試合の動

きが止まったときには僕がリーダー

シップをとったが、プレーが動いて

いる最中は完全にフォロワーシップ

の精神に徹した。プレーの判断は、

優れたプレーヤーのリーダーシップ

に任せたほうが圧倒的に高いパフォ

ーマンスにつながるからだ。常にそ

ういうプレーヤーに「おまえが引っ

張ってくれ」と伝えていたし、「こ

ういう場面では、あいつに付いてい

こう」と、メンバー全員に意識付け

した。

このように、フォロワーにリーダ

ーシップを期待するのであれば、リ

ーダーは自分の引っ張る力を後ろに

隠さなければならない。リーダーが

ある方向に強く引っ張っている状況

では、フォロワーはその力のなすが

ままになり、自らのリーダーシップ

を働かせようもない。組織のなかで

常にマネジャーが強い指示を出しな

がら「任せた」と言っても、それは

機能する言葉にならない。リーダー

の「支える」とフォロワーの「引っ

張る」は不可分の存在なのだ。

もちろん、フォロワーのリーダー

シップを別のフォロワーが支えるこ

とも欠かせない。僕のように支える

ことが向いているメンバーもいるが、

その多くは、僕のように支える役割

に納得しない。若ければ若いほど、

目立ちたい気持ち、光るプレーをし

たい気持ちを抑えられない。パスす

ればチャンスをつなげる場面にもか

かわらず、ボールを抱えたまま走り

続ける。すると、タックルされて止

められてしまう。おかしな欲は、人

の判断を鈍らせる。

しかし、土なしに花は咲かない。

土が肥えれば肥えるほど美しい花が

咲く。支える自分たちのプレーがよ

くなればなるほど、トライする選手

のプレーは光る。こうした言葉の繰

り返しによって、支える側のフォロ

ワーも、自らの存在意義に気づく。

その結果、リーダー、フォロワー共

に、それぞれの役割を全うする。

僕がキャプテンの年のチームは、

フィジカル、スキルともレベルが低

かった。それでも、全国大学選手権

大会準優勝に至ったのは、リーダー

とフォロワーが織り成す4つの力が

うまく機能したおかげだろう。




